[bookmark: _GoBack]地区研修・協議会前アンケート結果
１．当地区ではＲＩのプログラムでありますインターアクト・ローターアクト・ライラ・青少年交換について特に力を注いで活動を推進して参りました。この4つのプログラムに関連してご質問します。
①インターアクトあるいはローターアクトクラブをスポンサーしていますか？
②①でしているとお答えになったクラブは大体どのくらいの予算をつけておられますか？
している18　　　　　　　　していない38

	インターアクトクラブ（順不同）

	クラブ名
	年間補助額（円）
	スポンサーＲＣ

	日本文理高等学校
	100,000
	新潟万代

	関根学園高等学校
	180,000+海外研修費
	高田東

	敬和学園高等学校
	650,000+海外研修費
	新潟東

	新潟明訓高等学校
	450,000
	新潟

	村松高等学校
	200,000
	村松

	東京学館新潟高等学校
	350,000
	新潟北

	新発田中央高等学校
	250,000
	新発田中央

	長岡工業高等専門学校
	230,000+海外研修費
	長岡

	新潟産業大学附属高等学校
	660,000
	柏崎東

	上越高等学校
	180,000+海外研修費
	高田東

	新発田商業高等学校
	100,000
	新発田城南

	新潟向陽高等学校
	170,000+海外研修費
	新潟中央




	ローターアクトクラブ（順不同）

	クラブ名
	年間補助額（円）
	スポンサーＲＣ
	会員数

	長岡東
	500,000
	長岡東
	12

	三条
	400,000
	三条
	7

	白根
	350,000
	白根
	10

	新潟南
	500,000
	新潟南
	9

	新潟
	350,000
	新潟
	16

	新発田
	1,000,000
	新発田
	15

	高田
	500,000
	高田
	13

	新井
	230,000
	新井
	5

	直江津
	400,000
	直江津
	16

	
	
	合計
	103




③クラブで今後インターアクトあるいはローターアクトクラブを発足させたいあるいは発足に興味がおありですか？
ある８　　　　　　　　　　ない44

④地区で行われてきたライラにどのくらいの頻度で研修生を参加させてくださいましたか？
　　　　　ほぼ毎年参加27　　　　2～3年に一度5　　　ほとんどない21　　（平均1~5名）

⑤ライラの研修期間はどのくらいが適当だと思いますか？
　　　　　　　　1泊2日36　　　　2泊3日1　　　　1日6　　　　3日以上0　
⑥ライラのホストクラブをやってみたいと思いますか？
やってみたい3　　　　　　　　　　思わない51

⑥青少年交換プログラム（短期・長期）に参加したことはありますか？（過去10年）
　　　　　ある（短期12・長期4・両方8）　　　　　　　　ほとんどない29

⑦⑥あると答えた方はロータリアンの子弟でしたか？（ここ10年以内）
子弟だった8　　　　子弟以外6　　　　　両方いた9

⑦青少年交換をクラブでやってみたいと思いますか？（次年度以降となります）
やってみたい12　　　　　　　　思わない40

⑧４つのプログラムに対しご質問ご意見があればお聞かせください。（順不同）
・ローターアクトクラブ活動の会員拡大と活性化に苦慮しております。（長岡東）
・クラブとして若者への様々な支援は、未来への投資につながります。会員皆様の協力を得て、青少年の取り組むサークル活動の情報をいち早く収集して新たな支援助成を一歩でも前向きに展開する。
　糸魚川地区内ではインターアクトクラブ、ローターアクトクラブは結成を見ていないが、クラブの自助努力が少しでも結成が期待できるのか、先ず地区青少年奉仕委員会より講師をお招きし、基本となるクラブ内で勉強会を開催したい。又、すでに実績のあるお隣の高田ロータリークラブご担当様より卓話等を願い、活動理念と貴重な支援実績など拝聴し、糸魚川地区内での設立を根気よく提唱したい。（糸魚川）
・予算は、少子化の時代に経済的困難な子供たちの金銭的な支援や、日本人苦学生の支援に切り替えるべき。ほんの一握りの対象では意義を感じない。（燕）
・RYLAについて、スケジュールで決めるのではなく、企画内容によってスケジュールを決める方が良いと思います。企画の段階で若者を積極的に参画させることが望ましいと考えます。
・青少年交換プログラムへの関心はありますが、受け入れ態勢など環境が整っていない為、現状では考えておりません。（高田）
・ライラの研修については、プログラム運営をする側からすれば、一日程度では不足だと思いますが、参加させる企業の側からすると、2泊3日は少し苦しいのかなと思います。3日間丸々会社にいなくても大丈夫な新人、若いスタッフはそれはそれで考えものです。私がライラへ出したときは入社したての「娘」でしたので1泊2日で年2度なんてこともいいのかなと思ったり…します。（越後春日山）











２．次年度地区では１で取り上げたプログラム以外にも青少年に対して行っているクラブの奉仕育成活動を掘り起こして紹介し、５６全クラブに活動していただく計画をもっております。これら青少年奉仕活動に関連してご質問します。
⑨これまでクラブで地域の青少年（小学生・中学生・高校生・大学生）に対し（合同でも）奉仕活動を行ったことはありますか？
ある36　　　　　　　　　ない19

⑩⑨であるとお答えの方は具体的にお教えください。またその反応はいかがでしたか？（順不同)
・少年野球リトルリーグの支援、献血キャンペーン（新潟東）
・小学校に文庫本の寄贈、新しくできた学校なので大変喜ばれました。（中条胎内）
・スポーツ少年団へのメダル、トロフィーなどの寄付（津南）
・海水浴場のゴミ拾い。　　大変良い状況である。　　（中条）
・学童野球。反応はいい。（柏崎東）
・かつて、サッカー大会の支援をしてきましたが、ここ10年近くはしていないのが現状。（見附）

・社会奉仕になるかもしれませんが、子ども食堂に食物などの物資の支援をしております。特にクリスマス、お正月、お雛様、子どもの日などに歳時にあった食事を提供しています。また、新発田市内のＲＣ合同により、障害者施設にトランポリン１台を提供しました。（新発田）

・地元の中学生約200名を対象とした「異文化交流セミナー」を新潟県在住の留学生に協力していただき、地元中学生との文化交流セミナーを毎年行っている。中学生・留学生・地元大学生及び教授とも大変好況で皆さんやりがいを持ち協力いただいている。（燕）

・少年サッカー教室、サッカー選手権大会、フットサル選手権大会→２０年続いていてロータリーへの信頼はあつい　（佐渡）

・佐渡総合高校の生徒が育てている佐渡固有種トビシマカンゾウの苗を、生徒と一緒に植栽をし佐渡の美化に努めている。この佐渡総合高校によるカンゾウ植栽事業は環境省からも表彰され、生徒は地域への貢献活動として意欲的に取り組んでいる。　（佐渡南）

・少年（小学生）野球大会開催・・・良好でした。
新発田城お堀の外来魚（ブルーギル）駆除　高校生・近隣の子供たちに参加を呼び掛けて釣り大会を開催して、釣ったブルーギルの数・大きさによって景品を渡しました。（新発田城南）

　・スポーツ少年団への助成（1970～）　青少年育成町民会議助成（1983.1984.1989）
　　社会福祉協議会少年野球大会カップ寄贈（1983）　さくらんぼ教室へトランポリン寄贈（1984）
　　さくらんど会館竣工の際、テント2張り寄贈（1993）ボーイスカウト村松第1団発団の際、助成（1994）
　　村松ＲＣ杯少年野球大会の開催（2003～継続）
村松中央野球スポーツ少年団全国大会等の際、助成（2004.2006）
　　村松ＲＣ杯ミニバスチャレンジの開催（2017.2018）　　　　　　　　（村松）

・毎年8月に白根ロータリー杯争奪中学生野球大会を開催。今年度で３８回目。３年生が引退し、新チームとなった最初の公式戦という位置づけとなり、新人戦に向けてのチーム作りに役立っている。（白根）

・［2009年4月18日］北京オリンピックのバレーボール全日本男子監督の植田辰哉氏を招いて「スポーツを通じて青少年の育成を考える」と題し、小・中・高校生と市民の方々を対象に講演会を開催。
・［2011年10月1日、2012年10月13日、2013年10月6日］スノーピークキャンプフィールドに於いて、青少年健全育成イベント「デイキャンプ&ネイチャーゲーム体験」を開催。
・［2015年10月25日］三条市水防学習館・交流広場に於いて、青少年健全育成事業「防災キャンプ＆竹とんぼ作り体験」を開催。（三条）

・新潟県立分水高校カヌー部と合同で、2016年8月に小・中学生を対象にした「カヌー体験会」を行いました。これは、分水高校存続を目的としたプロジェクトであります。参加者は保護者とも合わせて約30名で、分水高校に興味・関心をもっていただけたと思います。また、このご縁でカヌーオリンピックメダリスト羽根田卓也選手の講演会を分水ロータリークラブ主催で開催することができ、約500名の来場者がありました。県内外からの多数の方にご来場いただき、分水高校学生とのパネルディスカッションも大変に好評でした。また、講演会の前に分水高校での交流会も開催し、テレビ・新聞などで広く活動が報道された。（分水）

・いじめ等で命を絶つ若者が多くなった今日です。そこで、中学生を対象に命の大切さを教える講演会（講師　市岡裕子様）「命をまもる」を開催しました。（三条東）

・青少年活動に際し、当クラブではスポーツ大会で優勢な成績を残した中学生、大学生の表彰を行っています。（十日町）

・市少年野球大会（春季）支援、青少年サッカー部　支援、青少年バレーボール部　支援　
いずれも継続的に支援実施しているので好評。クラブでは青少年奉仕委員会会員が大会プレーの声援観戦をしている。（糸魚川）

・2017-2018年度において、地区助成金を活用し、阿賀野市立水原中学校の中庭整備を、教師、PTA、中学生、水原ロータリークラブ、合同で行いました。
地元安田瓦を利用して花壇を作り、ビオラ、バンジーを植えて毎年花が咲いています。中庭中央には、地元が推奨する桜「結の桜」を植樹しました。
子どもたち、教師、PTA、ロータリアン、共に、いい思い出になりましたし非常に喜んでいただきました。今後の中庭を活用して、植物を通して様々な教育が受けられるようになればいいと思います。（水原）

・市内の小学生を対象に防災教室を行い、ジュニア防災検定の実施・基調講演やDVDの視聴を合わせて行った。翌年が羽越水害５０周年という事もあり、子供達に防災意識を高めてもらう事が出来た。
小学生を対象とした野球大会　(現在も継続中)（村上岩船）

・毎年、青年会議所の「わんぱく相撲」の後援をしています。又、ボーイスカウトへ助成金を寄付し、年末のハンドインハンド募金をいっしょに行っています。（小千谷）

・2012．3（長岡市内４ＲＣ合同事業）
東日本大震災を受け、長岡市内に避難し、長岡市内の大学、高校へ通う学生57名へ一律5万円を教育支援金として支給。
・2013・12（長岡市内４ＲＣ合同事業）
東日本大震災を受け、長岡市内に避難し、長岡市内の大学、高校へ通う学生へ53名一律4万円を教育支援金として支給。
・2016.2．7（長岡市内４ＲＣ合同事業）
新潟アルビレックスＢＢの試合へ、市内小学生50名と家族を招待。

・２０１７年より地域内の中学校主催による海岸清掃に後援として会員・会員家族・ローターアクトが参加
児童養護施設にAED自動体外式除細動器を寄贈（２０１１年）（直江津）

・当クラブでは青少年奉仕活動の一事業といたしまして、糸魚川交通少年団や少年野球大会の後援等を開催しております。
　また、市内の小学5年生を対象に「ぼくの夢、わたしの夢」と題する作文を募集し、子供たちに将来の夢について考えてもらい、その意識の浸透と学校教育での指導に繋がるツールとして役立てていただく事を意図とする事業を10年続けております。
　反応といたしましては、過去に野球大会に参加したお子様の親御様よりロータリーの名前を聞き、野球大会に対して感謝の言葉をかけて頂いたり、小学校の先生方より、事業に対して意欲的に参加したい、このような事業を継続してほしいとのお声をいただいております。（糸魚川中央）

・青陵大学学生へのローターアクト会員勧誘（会員になってもらっている）
・インターアクト、ローターアクトと合同海岸清掃、その他社会奉仕活動　（新潟）

・中学生の新人戦、野球大会・野球教室。　それなりに反応は良かったが、近年他の新人戦も増加し、現在は行っていない。（新潟西）

・村上駅前花壇の整備に村上中等教育学校の生徒さんと一緒に作業。毎年行っている継続事業です。楽しく積極的に関わっていただきました。（村上）

・毎年７月、吉田ロータリー杯争奪少年野球大会開催（小学生）。令和元年７月で１９回目を迎えます。（吉田）

・養護施設での木工教室、ミニバスケットボール大会トロフィー寄贈。毎年恒例行事として好評を得ている。（豊栄）

・新潟学園・児童自立支援施設には1960年以来奉仕活動を行っていて、関係者には感謝されていると思う。（新潟南）



・南魚沼地域バスケットボールクリニックの主催
トップレベルのコーチからの指導、人として大事な基本を学ぶ。バスケットボールを通じて、中高生が健全に成長をしていく援助。保護者の方々からも「バスケットボールクリニックのお陰で子どもが明るく前向きになりました。」など、ありがたいお言葉をいただきました。（雪国魚沼）
・中学1年・小学6年の交流野球大会の継続主催
　中学校に入学すると心理的不安で起こる中一問題の解消と部活の継続、指導者交流を目的に、中1野球部員と小学6年生が、中学校区単位で混成チームを作り十日町市・津南町地域のチームの交流試合を主催している。開催してもう数年になるが、学童、指導者に好評となっている。
　この大会の重要な2つ目の意義は、中学校教諭（部活動指導者）と少年野球指導者（民間ボランティア）の交流懇親会がセットで開催されていること、両者の間で指導方法についての議論が深くなされている。その点も高い評価を得ている事業でもある。
　この活動の定義づけの一つに、地域の人々の活動を支援する、クラブが地域の団体・組織と交流するをモットーに、がある。本来この大会は、中学校の野球部指導の教員の思いに、クラブが寄り添い実現したものでロータリーの目的である、地域の社会的あるいは青少年活動を支援するという理念に沿うものと位置付けている。（十日町北）

・7/25　上越民謡流しに参加（会員・ご家族・会員会社社員・上越高校・関根学園インターアクトクラブとローターアクト参加）
・12/23 献血呼びかけ運動参加（会員・ご家族・上越高校・関根学園インターアクトクラブとローターアクト参加）
・一昨年夏、上越高校で上越市出身のジャズピアニストの椎名豊さんと同校吹奏楽部のジョイントコンサートを企画しました。大変な盛り上がりで、生徒たちのいい刺激と思い出になったはずです。（高田東）

・「義の塩づくり」の活動を長年、谷浜小学校と共に活動してきました。学校も、クラブとしても大切にして続けてゆきたいことです。来年度はこれをさらに充実させる5年計画の最初の年として続けてまいります。子供たちからも学校からも毎年喜んでいただいております。（越後春日山）















⑪ロータリークラブができる青少年に対する働きかけはどんなものがあるとお考えになりますか？
・長岡東ローターアクトの活動がスムーズに行えるよう、例会等でアクトの活動内容をわかりやすく報告をし、さらなる協力・認知をいただけるよう働きかけていきたいと考えております。（長岡東）
・挨拶運動や清掃活動（中条胎内）
・社会的弱者に対する情報を集め、支援提供をする。（新発田）
・具体例は考えつかないのですが、早いうちから世界の人々と接することが出来る機会を多く作れる。（佐渡）
・地域貢献活動を促したり、職業実習・職場訪問の場を設けることによる将来への考察の機会を与えることができる。（佐渡南）
・ロータリアンの職業・業種・業務内容などを伝えることで見聞を広め将来を展望してもらう活動
（新潟中央）
・インターアクト、ローターアクトの活動を通じて、地域のリーダーとなる青少年の育成に貢献できる。（白根）
・各クラブが自分の地域のすばらしい所を発信し、地域の子ども達がその地域に根ざしてもらう事がこれからは大切だと思います。（三条）
・地域社会への貢献の働きかけ、スポーツ他の支援（豊栄）
・統廃合問題にゆれる県立分水高校の存続プロジェクトを立ち上げたいと考えております。青少年である学生が、人生において大切な成長期に貴重な体験ができる高校であり、また地域に必要とされる高校であれば、必ず存続できると考えております。（分水）
・中高生の職場体験、就業経験の受入れ。また青少年がリーダーシップの力を伸ばせるよう奉仕活動に参加していただくよう働きかける（栃尾）
・スポーツ振興を通し健全な育成を計る（十日町）
・各小学校で外部教師を呼んで仕事についての授業をしていますが、地域奉仕についても理解を深められる場が必要だと思います。経験豊かなロータリアンの出張卓話等であれば、事業費もかからず、お互いが有益な事になるのでは考えます。（水原）
・より一層、地域を知ってもらい、地域を好きになってもらう事業や自然との関わり方、楽しみ方を一緒に研修しながら、感謝の気持ちを育んでもらう事業。（村上岩船）
・引き続き東京学館インターアクトクラブの活動の支援を考えています。（新潟北）
・財団や米山奨学による留学、奨学金によるサポートが中心と思う。現在大学生の中には返済義務のある奨学金で卒業後もその返済に苦慮している、という話もあり、国内の優秀な学生をロータリーの力でサポートすべきである。（加茂）
・共同でやる地域の清掃活動（当地域では商工会議所主催の五十嵐川クリーン運動等）（三条南）
・学校を通して、会員家族を通してクラブの奉仕作業への参加やクラブの公共イメージ向上に向けてSNSを通して活動を発信（直江津）
・具体例は考えつかないのですが、早いうちから世界の人々と接することができる機会を多く作ることが出来る。（糸魚川中央）
・青少年の成長を見守るだけでなく、ロータリアンと青少年、又は青少年同士のつながりを作ることも大きな意味があると考えております。つながりから様々な展開が生まれ社会の発展から平和へと広がるのではないでしょうか。（頸北）
・自主的に「奉仕の精神」を育まれるよう指導（新潟）
・先ずは、それをくみ取るフォーラムの開催（新潟西）

・海外に行く日本人留学生が減少する中、海外から日本に留学されている米山奨学金を獲得されている留学生に協力していただき、その留学生たちとコミュニケーションを図ることで、これからの日本を牽引すべき世代の子供たちに「世界を変える行動人」としての気づきの一歩を感じてもらう事がローカル地区でも可能であり、燕RCは上記「異文化セミナー」を執り行っている。（燕）
・私たちは長い時間の中のある瞬間を生きている中継ぎという自覚を持ち、次世代を担う彼らに私たちの経験知識を伝え、その中から将来への希望を導き、動き出す手助けをすることが責務だと考えています。そのためにも単純なプログラムではなく、その目的を含め,考えさせることに十分時間を費やすことが必要だと思います。私たちと若者たちが互いに「理解する」「学ぶ」「気付く」「行動する」ことが第一だと考えます。（高田）
・地域に必要な人材の育成のためにロータリーメンバーの事務所でのインターンシップなど。他団体と協力して地域を盛り上げていく意義を伝えること（村上）
・職業奉仕による体験学習（豊栄）
・スポーツ大会の主催など（雪国魚沼）
・ＲＣとしてはこれ以上の取り組みは不要だと思います。それぞれの会員は趣味活動や地域奉仕活動として青少年を巻き込んださまざまな活動やボランティアをしています。そうした活動や取り組みの経験交流や発表・紹介できる機会づくりが大事だと思います。（高田東）
・現在、年代を超えて地域を大切にしてゆく事、絆を深めて地域のために地域のためになる人材育成をすることが求められております。我々が子供たちと共に活動する機会をたくさん作り、それを伝えてゆきたいと考えております。具体的には地域の歴史イベントのようなものが考えられます。（越後春日山）























⑫その他ご意見があればお願いします。
・今まで多くの成果や機能を果たしてきたローターアクトですが、多少制度疲労を起こしているように感じます。（年齢制限、例会のあり方、個々のクラブに合わせた活動内容など）また衛星クラブ制度がロータリーでも認められるように、RIも今の時代にアジャストすべく相当進化しています。ローターアクトにおいても、よい理念は残しながらより大きな進化が必要と思います。（新潟東）
・上記事業について、財団補助金を1回活用させてもらったが、同補助金は寄付活動が主体としているのか、地域団体の育成には馴染んでいないように感じた。利用した際には、補助額の返納要請があって、クラブの意識とガバナー事務所の理解に大きな隔たりを感じ、ガバナー事務所への不満からクラブ解散・脱会の意見が出て大きな内部問題となった。以後財団への期待度はクラブの中で急速に萎んでいる。（十日町北）
・次年度に中学校の1年生およそ200名に様々な職業について知っていただく機会を提供するプロジェクトを計画しています。プロジェクト名：「知ってみよう、やってみよう職ナビ」（中条胎内）
・来年度、分水高校学生とともに映画上映とパネルディスカッションを行う講演会を企画中です。地域の今後の担い手として、また将来のロータリアンとして多いに期待のもてる高校生と交流をもちながら、分水ロータリークラブの社会奉仕プロジェクトや広報プロジェクトとして取り組んでいきたいと考えております。（分水）
・次世代を担う青少年の健全な心と体つくりに寄与するため、将来の夢・希望・志を持った、青少年・若者の作文コンクール等出来れば取り組みたい。最少は大構でなくとも、着実な継続できる計画で推進したい。（糸魚川）
・勉強不足で申し訳ございません。どんな活動があり、どういうことが出来るのか、もう少し勉強いたします。（柏崎中央）
・当クラブは、会員数も少なく、まずはクラブ改革を優先にさせていただき、新世代奉仕は社会奉仕プロジェクトの中で行っていきたいと考えます。（水原）
・ガバナーノミニー選出において、何度か会議があり苦労しました。ガバナー活動を少しずつ分担、軽減していかないと今後も分区の輪番制で決定していくのは大変かと思います。（村上岩船）
・次年度の石倉委員長様の積極的な取り組みに感謝いたします。青少年奉仕の益々の発展を祈念いたします。（頸北）
・地区補助金は複数でも年利用できるよう制度を変えるべき。
ロータリー変わらないとならない…的な事柄を言われて久しいがその一方で変えようとしない体制が問題であり、「責任者不在の時代遅れ」として会員数が減ることが懸念される。
母国日本にとり必要とされ、ふるさとに必要とされるRCに変えるべきであり、国際貢献はその延長上にある事が、いまの日本の国力の実態ではないのか、、、と思います。そう思われる方は多数と思います。（燕）
・IAとRAの交流機会を増やす。例えばRAがIAに対しRYLAのような企画を行うことはRAにとっても有意義なことだと考えます。（高田）
・今年８月初めに石川県の高校生たちが「加州大聖寺藩参勤交代うぉーく2019」を計画し、４、５、６日に妙高市、上越市、糸魚川市を歩きます。他県の高校生といえども地元ルートを通る以上、見過ごすことはロータリー精神からもできません。積極的な機会、と捉え、応援し、交流の機会にしなければならないと考えています。（高田東）
・春日山では来年度は、社会奉仕委員会と青少年委員会を充実させることが出来るようなメンバー構成としています。実働がきちんとできるよう頑張ってまいりますので、地区からもご指導、応援をお願いいたします。（越後春日山）

今回、全56クラブからご返答いただきました。ご協力ありがとうございました。
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